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　先端観光科学研究センターは、これまでにない
文理医融合の学際的アプローチと国際的な共同研
究、そして地域との協働によって、観光に関連す
る行動、移動、サービス、政策・制度について科
学的に研究することを目的に設置されました。科
学的な成果によって、観光による未来変革を先導
し、観光の促進と地域の持続的な発展に寄与する
ことを目指しています。
　この目的にしたがい、さまざまな研究活動を展
開しています。本号では、研究会「旅館−地方創生
に向けたおもてなし」、研究会「関係人口は役に立
つか？　第 3 のかかわりをとらえる」、講演会「訪
日メディアMATCHAの起業とインバウンド観光の
可能性」とコラム「法人主導研究課題について」を掲
載します。

研究会報告

旅館−地方創生に向けたおもてなし

　2022年 2 月 6 日、Ryokan（注）という著書でも知られ

ているシンガポール国立大学准教授のクリス・マクモラ

ン先生を講師に招いた金沢大学国際学・観光科学セミ

ナー「旅館−地方創生に向けたおもてなし」を行いまし

た（主催：金沢大学人間社会学域国際学類、共催：金沢

大学人間社会研究域附属先端観光科学研究センター）。

　日本の旅館は、どのようにしてくつろげる空間になっ

ているのでしょうか。マクモラン先生は、熊本県の黒川

温泉の旅館で、働きながら観察するという参与観察を

行ってきました。今回のセミナーでは、その成果をもと

に、社長と女将という分業体制、家族とビジネスの境

界が曖昧な家族経営の実態、ホスピタリティの中核を

担う流動的な労働者である仲居さんの役割など、旅館

を支える人と仕組みの実態を報告されました。お客さ

んの視点ではなかなか見ることができない旅館の「おも

てなし」の仕組みを知ることができ、ホスピタリティー

研究の進展に向けた有意義なセミナーとなりました（菊

地直樹）。

注 １ 	 Chris	McMorran,2022,Ryokan : Mobilizing Hospitality in Rural Japan, 
University of Hawaii Press
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法人主導研究課題について

　金沢大学には、法人主導（トップダウン）型研究課題

という公募制度があります。これは、本学が重視する

今後ますます重要となっていく研究課題に研究費を付

ける制度です。文理融合の観光科学研究を推進してい

くこと、世界的な観光科学研究の拠点となることを期

待され、採択となりました。研究課題名は「COVID-１9収

束後に向けたDX観光の課題と機会：リスク、持続可能性、

地域性、真正性に対する観光体験の変容の解明」です。

　金沢を中心としたフィールドで、センシングや移動

のリアルタイムデータなども駆使しながら分析を行い、

さらには社会実験を行うことで検証・評価するというサ

イクルで研究を進めていく予定です。その中で、国際

共同研究を貪欲に進めていきます。地域と科学の総合

知で、新たな観光価値を創出するイノベーションを起

こし、全ての人々が、快適、安全・安心に観光を楽し

める共存社会の実現に貢献したいと思っています。ぜ

ひ、関係のみなさまと共同研究を進めていきたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします（堤敦朗）。

講演会報告

　訪日メディアMATCHAの起業とインバウンド観光の可能性

　2022年 3 月 8 日、株式会社MATCHA代表取締役の青

木優氏を講師に招き、オンライン講演会「訪日メディア

MATCHAの起業とインバウンド観光の可能性」を行いま

した。このイベントは金沢大学融合学域と共催し、観光

デザイン学類の設置プレイベントとしても行われまし

た。多言語による訪日メディアMATCHA（注 １ ）の起業

家としての青木氏の学生時代から起業に至るライフス

トーリーを共有いただいたことでなぜ訪日メディアを

立ち上げたのか、そしてどのように影響力のあるメディ

アを育てたについて具体的なイメージを得ることがで

きました。また、青木氏がアシスタントとして参画した

Googleと連携した軍艦島ストリートビューのプロジェ

クト（注 2 ）などを紹介しながら、共感力の切り取りを

どのように行うのか、言語化できないものをどうメディ

アに載せるかについても、これまでの知見をもとに説明

していただくことができました。メインの視聴者を大

学生に設定したことで、アカデミズムへの示唆は弱かっ

たことは否めませんが、観光における共感研究の重要

性や未来の観光デザインについての動機づけの高まる

良い講演会でした（松田真希子）。

注 １ 	 MATCHA	https://matcha-jp.com/jp
注 2 	 軍艦島ストリートビュー	 	

	https://www.youtube.com/watch?v=c 5 kmKO_gGsc

研究会報告

　関係人口は役に立つか？　第3のかかわりをとらえる

　2022年 2 月１8日、オンライン研究会「関係人口は役に

立つか？　第 3 のかかわりをとらえる」を行いました。

この研究会は、北陸 4 国立大学学術連携研究会（北陸先

端科学技術大学院大学の敷田麻実研究室、富山大学の

高橋満彦教授、福井大学の田中志敬准教授、金沢大学

の菊地直樹）として行い、北陸観光研究ネットワークと

金沢大学先端観光科学研究センターが共催でした。

　地域再生の現場やメディアに頻繁に登場するように

なった「関係人口」は、「特定の地域に継続的に関心を持

ち、関わるよそ者」（注 １ ）と定義されています。関係人

口は、わかるようでわからない、地域に関わる関係者

のマジックワードなのでしょうか。観光でも定住でも

ないと言われる「関わるよそ者」の役割や存在はどのよ

うなものなのでしょうか。こうした問題意識に基づき、

関係人口研究の第一人者である島根県立大学地域政策

学部准教授の田中輝美先生を招き、高齢化と人口減少

に直⾯する地域社会の人たちと地域外の第三者の協働

や共創ができるのかについて議論しました。

　田中先生の報告の後、高橋先生のコーディネートに

より、実際に移住した若者、経済人、研究者といった

多様な人たちで意見交換を勧めました。行政からは地

方創生のツールとして期待されていますが、行政との

距離感とはどのようなものなのか。関係人口の信頼性

はどのように創られるのか。地域を守るのは地域の人

であり、関係人口はどのような枠割を果たすのか。移

住した人たちの経済や暮らしはどのようなものなのか。

などなど、活発な議論が交わされました。先端観光科

学研究センターの今後を考える上でも、とても有意義

な研究会でした（菊地直樹）。

注 １ 	 田中輝美（202１）『関係人口の社会学−人口減少時代の地域再生』大阪
大学出版会
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